
         

 

 
 
 
 
 
 

【空知森林管理署 北空知支署】 
令和 4 年 10 月 29 日（土）幌加内町農業活性化

センターアグリにて、第 44 回幌加内町産業祭が 3
年ぶりに開催され、北空知支署からも森林・林業の
PR も兼ねて「なめこすくい」のブースを出店しまし
た。 

内容は「ナメコで溢れんばかりのタライを前に、挑
戦者は道具を駆使してナメコを救い出し、その分を
持ち帰ることができる。」という名前通りのシンプル
なものです。ただし、使用可能な道具はくじ引きで決
定されます。 

くじで 1 番の湯切りザルを引き当てることがナメ
コマスターへの近道とあって、最初のくじ引きの時
点で参加者の集中力は MAX。眼差しは真剣そのもの
です。強運で 1 番を引き余裕の笑みで袋いっぱいの
ナメコを持ち帰る姉妹、3 番の小さなお玉でも長年
の経験と技術を駆使し前者と見紛う大量のナメコを
ゲットしていく猛者、といった具合に、ひっきりなし
で己の全力をもってナメコを救わんとする参加者が
やってきます。息をつく暇もないほどの大盛況で幕
を閉じました。 

 
 
 

 

 
【日高南部森林管理署】 

令和 4 年 11 月 2 日（水）、えりも国有林内に
おいてえりも岬の緑を守る会主催の「えりもイキ
イキ森林づくり事業育樹祭」が行われ、えりも町
役場をはじめ各関係機関やボランティア団体を含
めて約 80 人が参加しクロマツの枝落としを行い
ました。 

昨年、一昨年は新型コロナウイルスの影響によ
り中止となったため、3 年ぶりに開催することが
できました。また、今年度の「えりもイキイキ森林
づくり事業育樹祭」については、来年 5 月に行わ
れる「えりも岬緑化事業 70 周年記念行事」のプ
レイベントとして位置付けられています。 

えりも国有林では、えりもの強い風から苗木を
守るため通常よりも植栽する本数を多くしていま
す。植栽されたクロマツが大きくなりそれぞれの
枝が他の木々や下層植生の生育を妨げないように
目線ほどの高さまで枝を落としていきます。皆さ
ん 3 年のブランクを感じさせないノコギリ捌き
で、うっそうとしていた林内がみるみるうちに明
るくなりスッキリしていきました。 

  

【十勝西部森林管理署 東大雪支署】 

令和 4 年 11 月 22 日（火）新得町立屈足南小学

校 3・4 年生の生徒 16 名が、国有林の造材現場で

「お仕事見学」を実施しました。 

新得町は林業を昔から大切にしてきた地域であ

り、林業を学ぶことで郷土への関心を高めることや、

森林を循環させるためには森林整備や木材生産の重

要性を学ぶ事を目的として実施したものです。 

当日は、間伐を実施する理由や人工林と天然林の

違い、また高性能林業機械の種類と特徴等の事前学

習を行い、その後バスで造材現場へと向かいました。

現地到着後、最初に実施したのは見学箇所にある立

木の胸高直径の測定をしました。 

その後、高性能林業機械のザウルスロボでの伐倒、

次いでハーベスターでの伐倒・枝払い・玉切、チェン

ソーでの伐倒を見学しました。そして、ハーベスタ

ー、ザウルスロボの運転席に座って、オペレーターに

なった気分を味わい、時間にして約 1 時間、生徒全

員が楽しく現場見学を学習しました。 

幌加内町「産業ま
つり」になめこす
くい・三頭山取組
PR 出店 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

 
【総務企画部 企画課】 

北海道森林管理局は、センチュリーロイヤルホテ
ルとの共同企画として、11 月 23 日（水）から 12
月 25 日（日）まで同ホテルで、えりも産クロマツの
まつぼっくり等を活用したクリスマスツリーの展示
や、道内のまつぼっくりを紹介するロビー展を開催
しています。 

本企画は、同ホテルが、これまで規格外野菜や低利
用魚などを活用するなど食に関する SDGs（持続可
能な開発目標）の取り組みを推進する中で、地域と連
携した緑化事業などに取り組む当局の活動を知り、
ホテルで道産の森林資源を活用した館内装飾やロビ
ー展などを通じて、森林についての情報発信につい
て協力したいとの提案を受け、今回の共同企画が実
現しました。 

これは「えりも岬緑化事業 70 周年記念」の一環
として行うもので、多くの苦難を乗り越え、地元住民
と北海道森林管理局が協働して回復した森からの恵
みであるクロマツのまつぼっくりを活用し、センチ
ュリーロイヤルホテルのロビーに設置するクリスマ
スツリーの装飾や、まつぼっくりのプレゼント（数量
限定）を行っています。 

お仕事見学 

「資源の循環利用」 

北海道森林管理局×セ

ンチュリーロイヤルホ

テルコラボ企画開催中 

～えりもイキイキ森林
づくり事業の開催～ 
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今月の木 「ナナカマド」 

庭や公園、街路樹として親しまれて

おり、落葉後も赤い実が残ります。 

ナナカマドのイラストを

表紙の月数字に載せました。 

えりも岬の海岸は、昭和 20 年代後半、”えりも砂漠”と呼ばれるほど荒廃したため、国有林野へ要請が

あり、昭和 28 年から治山事業による本格的な緑化事業が始まりました。 

この緑化事業は、「えりも式緑化工法」を生み出すなど、関係者の地道な努力によって緑豊かな森林が蘇

りつつあり、令和 5 年度は 70 周年の年にあたります。このたび、70 年間の「えりも岬緑化事業に捧

げた情熱」、「成功に至るまでの苦労」などの歴史を風化させることなく、次世代の子供たちに伝え、こ

れからのえりも岬の森林のあり方などを共に考え、絆をより一層深めるため、 

えりも岬緑化事業 70 周年記念行事として、様々なイベントを開催します。 

特設ページを開設し随時情報を発信していきますのでご覧ください。 
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